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韻鏃オ！おど
あとがら農の会はあしがら北或に癌々な緒妄を作りたい
との巡いから、地場、旬、ヨ給を通tずて、19?3年に記
立されましたと(2003手にNpO 法人イヒ)
地域あキあ休耕章ををうk 畠給あたああ来作りから魅
まった会ほt現在以下のような活動を行うています。

議寵義の馨麗:会に費同する寿業あ生産をと、丸或
で自給のための考采の作り手が集まうてt無長案・窯
化学麗料裁培の零案宅配を行っています。(その他、
米、お本、呆料、坪t鶏蓉、孫おなどもあります】

騒る選の舎:現在約100 家族以上が、あしがら平詩の
13ヶオで自給用の稲を育てています。

窮襲鶴舎:占た戻ってしまうお碁簿をt 市民で手入れで,

きないかと始まりました。5月には参か者約10oそがt 各
自1年分のお茶を描みまります。

黄屋 e轄議の舎:大三は7月に書作りから始り、11月に
収能 ます。その大豆と、各自が日んぼの会で作うてい
るお来で、1月たな麹作りから茉嗜作りを行ってヽ ま`すと

その他t輝季折での行事を行っています。関進のある方
はどなたでも参力できます。    |

調難曇                 日中 早保
9月12日、有機農業先進地への視察ということで埼玉県

小川町に小田原有機の皇作り協議会の4団体のメンバーで
行ってきましたとどヽ川田といえば、30 年以上のベテラン有
機農家金子美登さんが農業されているところじゃありませ
んか !ということで私ほ福太郎を連れて参む]しましたと
先ず最初に行つたのほどW il距の無震薬の大重を使うた

お豆腐を作つている、「とうふ工房わたなべJ。ことは、お豆
腐がス‐ノヽ一の安売りに使われるようになり、原料に手を
つけなけれぽ豆腐屋を続けられない状況の中で、金子さん
との出会いや、食への関心の深い人たちの協力により、金
子さんの大豆を使ったお豆腐作りを始め、その輪が広がり、
今では、大人気店となつている海豆腐塁さんです。
金子さんから最初に言われた言葉が、「農家がやる気に

なる価格で買うてもらいたい」だったそうです。渡辺さんは
小川町のほかの嚢家の方々

にも無震薬で大豆を作つても
らい、全畳を買い取うている
そうですと裁増した大豆をや
る気になる価格で全量買って
もらえるとぃう安心感もあり、
農家は古< から栽培していた
珍しい轟種を裁嬉じ始めたり

しているそうです。現在の問題は、大豆、米、麦を輸作して
いる期で、大豆以外の作物栽増で震薬や化学肥料の使用
をなくしてもらえない事、だそうでした古ここのお壺腐(本
当においしかつたです。 (うなみに買い取り価格ほく完全
無農薬で500 円/kg、栽塔難間申無農薬で300 円/k思)

そして、金子さんの農場躍 豊農場」の見学。農場では、
年、あいがも、ニワトリがいて 畑ヽでは様々な作物S畿 培さ
れていました。バイ方ガス装置、太陽熱温水器、ろ過した廃
油を直接燃料として摩えるよつ年改やt/をトラクタ‐や乗
用車など、電気やガス・石油に頼らない喜らしが営める工夫
のつまった農場でした。印象輸だらたのは、腐葉土めШ 3
つ !冬の闇、毎日のように、出で落ち葉を集めてくるんだ
そうでするこの腐葉土を秋野菜の苗床、夏野業の議の植え
付すのときに使うのだそうで(そのせいなのか、とめ時期
でも、白菜やキやベツの定植された薔1ま〔ネう卜を綾せてい
なくても虫の書はなく、つやつやでしたと金子さん1ま次の
計画(出や年関連)もあるそうで、なんだかわくわく感の堪
えない農場でした。       |

1 今回の電トサ|1町視察で、金子さんの人種が、有機晨業の購
に大きく影響した事が感じられました。園りから白い自で見
られた 38 年調から、ずっと続けてきた有機震業が、畑の土
のみならず、目りの人 (々町を豊かにしく実りをもたらして<
れているのかと、思いました。

さて、あじがら平野です。大豆を沢出作って、T 国も早<
おいしいお豆腐が食べられる地域になりたいですね。

」り|1師に行つたメンバーの感想は、
「小田原、負けてない」でしたと小団
原も不当の有機の里へと、盛り上が
ってきています。      |

‐J ,ヽlt町の田んぼにて (稲、写つ
ていませんね。,。)



錦 園だより72  1o勲 白 留寸 出
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1農鶏園のあ      康鞠風がよ:和覇用と1キ
□ほど勤 た所だ。南向きのゆるやかな蝕 遠く

に相槙澄が見える。古くから開けた土地でヽ :動ま〕06o
年団雛 れてきた場所なのではなかろうか。電切
り場という字名であるとこの魅力的な土地勧弱囲こ耕

作激棄地が、広がつている。        
!

久野全体が県の      指定されていると農

業を的比 した、動 しの再生が模索されている。あし

がら農の会でも欠の上の日んぽの再生管理を任され

る事になりました。全体が完成すれば4反遜< ある国

んぽと思われますと震め会の新しい固んぽグルニブ

を義 たいと思います。i         「

田ん1ぎを再生するところから(■緒に活動して行き
たいと思います。現在生い茂ゎている、

抜根は、行以ぜ福ちて<れる予定です。300年着ほ日|
んぽだった土地を、もう千患市民の力で再生してゆ
< .里地豊出の最も根辞櫛な、試みと書えています。一

人で出来る仕事では到底ありません。幾 しヽ活動にな

りそうです。率 の方に参別庵お願い妹 す。

づ攘獣霧縁韓 縛 ‐緑てお手

i Q ‐小田穀 星協議会と↓まな一に?

i 公認袋誰知伊1博巷 んに伺うでみさした。 ↓  
!
|

書 ヽヽ口原有機の要づくり揚議会とtま? .‐ 1■‐
1
 1            ・  :             i  ■i  !

堪艶鍛 詔轟寮名レ顔
O A ) の4 霞体で構成 (今後は経寿を広tずてヽヽく予ミ)、
本年度妻立して国のモデルダウン事業としiて5 月に認定
された。   |

・
 .        | | |‐| |・

代表考 理事長 加藤 「憲す     
・
  | ■‐i ‐

ヨJ理事長 | を鋳!‐鉄久 (小甲原有機農法研究会代表)
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8 設立の超旨■(有養農業の普及と促整) i ‐

技術的指導、研修苑設のま立〔農地の貸結、とをの詳旋が実現すれ

義!
｀
言曇1肇曇播 菱鞣簸慾ど褐轡蟹縫

携を目轄すことを宣言する。有機農業という技術的な枠組みを超え、
小口療の農葉をいかにお性化して行(かを、すべての市東め共有の
課裏にするために、ここに、有綾農業協議会のま立を行うち

0 活動とt
i
今後の予定 | |

甲んぽや畑の■環調‐会、主物調査、マンパ■レプランツの幸
義、口んぼめぐケや技術指導t 小ブii可魂察等を実施。

11/1 築堤4 0 0 年記念事業t l1/2021 農業祭り  1

た協議会として参おしご参加4 自体から農作物を協議会
と|して盛入しt転売及‐ぴアンケ‐卜へのおネことしての試

管r 議 喬ド語字騨 堅鞠
:
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阿ね点iま上=月みなぁがうかせを&ギtスセ多″'容
とをスキンタツフイみZ ヒれも' のかけ? ヒ免ti安す。とみ

家どう怖修っ,鎌 まti夕各=れ能3 に、電tとひろうて‐

r力懇,むゎ在tヽあおi汽tえ,そに`夕じ■→雫勢践沖教

じ9み札誌義|(ヤ)。衝御らほうt=:携督辞す
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文貴 :小野はやと

ぽんぽこ力 ■ムの種私範農業善

各々なことが究わ―り鉾めて▼‐ヽる。1世つヤ全体わつい
に動き持めてきたと時代ほとうくに究わり始めているの
に、ぃままでメッキをしてギ事かじ【きた。そのメッキ
の爵い藤が? い!|はがされざるモ格空t 状ヽえにとい基i
まれ、勢きt募したも ■■f i  「

人たよつては、この舞にあ時に↓ま著掲が伴うのかも' 1

れないとなどなら行かを議きなけれねば、何かを得るこ
とはできないのだからとそうしなけれぱ変化,こ欲み込ま
れてしまうつヽら。そしてこの著璃め主体は執方と, えヽる
かもしれな↓ヽと詠力を揺きt離すことあできるものにと
うて':卜!早? 1交4輸ま十福子となってくるのだと巡う。 

:
|

いよいよ農芸も!新し卜ヽ時代に対尽した浅業にならざ|
るを得な( とるのだと逢う。変化め兆しはすでにあるボ!

言夕逸逐:!鞄 隻宅手甥整蟹推託
寮r惑斎勢!拷躍 糧を熱熊 |

る爾を   喜発ヽ   東島   増こ登
読身年持をえれば一回転然だと|しかし、主にこめ寺だか
ら大きく変ゎるチャンスでもあるとだ |々らこそ、夕しで
も多くの方にこ々な形で浅に触れる機会を提供してい
きたい,と黒う。今は日に見えてし`なくとも(―そのヤから

~

行かが生まれてくる.ような気がする。 1  - |  ‐

=̀ん,まこタラエム !ャ帯隆ニ

、ヽや～



晩抄ぶっ起播襲艶甑曇畿

畑もだんだんと夏野菜も終わり秋野葉がすくす i

く!?生長してきていますさ畑に余裕がないので、夏

野菜を借じむひまもなく後片付けをしなくてはなりま

せん6 片付けの途中、隣の畝の小松業に目が= g ・・

緑の中に黒いものがあちらこちらf毛,そうですミ黒色

の、カプラハバチの幼虫が葉をむしゃむじゃと食べて

いるではないですか!これfま大変だt しかし、捕まえ

ようとするとしたにポ甲サと落ちt しまiいます。よし

こうなればと、小松菜をひとなでし、下に落ちた幼虫

達をぷちぷちて潰していきまするひととおり終わつた

ら、他の野菜も気になりt 畑を一国り。キャベツはネ

ットをかけてあるから大丈夫なんて安心していたら、

ヨトウ虫の幼虫の集団が葉を食べてキャベツがレース

状に1またひとつひとつとキャペツがダメになつてい

きます。胃が痛しヽ

そんな毎自の繰り返峡 後片付けもすすま
1
共

十
予定も

遅れぎみです。          
f

今画こそrままわりを見ず、1後片付けに集中します。11■

吉田裕香

うみ目記

長北はttちいろな事がで|
きるようになリ

ーました。|

なかでも指手はお得意の
ようで、ころらわシヾチパチ

雰 諸 維 禁
々

| |

あるゑ 寝ながらおっぱしヽ
を飲ませて!ふる―と 「プ～‐
ン」!と蚊がやってきまし
た。私は力」されると:愚ャヽ!
'パンッ」と手をFF[くと、

張籍 段のうみも
! 「むくう」

とえ きユが う、条件え射
か 。・i。鳥わずパチパチ‐

と、手を口F 卜ヽてt▼ヽました。ウむ|  |  |     !!
でもとても張かったらしく、またすぐ零めたえちてし
まいました。     ‐ ‐   l t   ! 1 1
そして金本も大好きです。お気に八うはt おぼあち

■んに買うてもらったす,まらぺこあおとし」。‐読み始

, 驚 緊 醒 題 呂鱗

覇議客ヤ警||キみ|?名与詩舞中

置予告】 未員から 的掬 を取り上成葎義妙鴫巌り
ま曳 連圭を式 そちやさん「そ曳 オ姜ここれまit七  

・

軌くる議 鞍疑麓く釜団雷部堰諮
一      

｀
  十

先日有機の二協議会で韓演会が行われました。その

時の農学博士:本鳴先生のお議の中で記憶に留まった

議っかを夕」記しまする      ―  |

◎すべての生物は生まれながらにして葉癌。この韻理は

主摸・植物・動物・人間を二つの鎖で結、Sミ。

◎大豆の種はサヤの中に2～3粒入ってぃる。播種する

時には2、3社まさするとよく育つ。1本よりも衆 競争

しながら添くまで根が伸ぴる。        |

◎ジ▼招モほ磨の部分を切り落と峡 後、切断して

切断部を上にして植えると強ぃ芳溜すがイ申びる。嘉害
まに強くなる。:  !        ‐  ―

◎障州よ本来口転しながら育うと二定の高さまで伸びた

基をドラムにきくように口転させながら伸ぱすと元気に有

つ 。                         

~                                   !

◎ヨンパニオンプランツ(共主作物)
‐ニラから出る汁を受虫が嫌うため、葉物な没 泥札 モ

ンシむ環は人参を募い(アゲ八環はヵ尭 珠ぅ

キグ料のシユンギクや″ スtまヨウ まうモンンロ業■ |

サガなどが環うので、キャボツなどを混植。    ‐
こあtま力章こもこ々な工夫がありましたが自然農法は二づく

りを基本とし4 がらも、ちょっとした小さな二夫の猿み貴ねが

人事 ? ? ? ‐ !

そらやの百1襲 酎竜 2009 口9 '卸

以前、冬二月に保存しておいたカボチャの残りをキが明
けてからi 「カボチャはこれが最後で次におあけ出来る
のは真ですよ」とお客さんに伝えたら、

ど
カボチャが夏に

寝れるとは第らなかったといわれたことがありました。

務かに冬至カボチャは右たで、なんだかカボチャは冬つ

野柔のような気もしますよね。まく言う諸ですが、スー

バ~ に行けぱ殆どの野柔が 1 年を通して立んでいるの

で、発表の旬がいつ々 のかからなくな―うても仕方ないの
かもしれませんと鞠 などでも、子気●冬にキユウ|
りやチスを使うたりしていますからねとそれに私豊作り
手も、権頻を多く瓶えたいがために露地裁落でお来る義
明とはぃえ、ビニールドンネルやマルチを駆使して、本
!来の旬とは少しずれる時期の義をもしているのは言実
です。1また、岳複及良が進んで 通ヽキ出来る野柔が増え
ているのも雅かです。   |       |

でも、やっぱ9、旬を夫力にしたいとt うヽ気持ちはいう

もあります。地場、旬こそが身体に1奉風いのだと尋う

ている―し、旬の時期に作れば野柔もよく出来るからで

す。                 !

|そんな訳で 未ヽ月からその時期が旬分野柔を毎月1つず‐

つ選んであれこれ言いてみようと思うてt ま`す:
お狩きなttの私 よろしくな嬢いしますと 存実南手



えごまの葉の け

症

婁
彗
【
一こ棄 ん料理人 伊藤勇作

最重↓福島県の議会津苛から有機裁培の野兵も買ってお
店で使ぅています。胡八、人参t八、南A と善連のばかり
ですが寒ヽヽ弟方でしか作れないものもありますと赤く発色す
るもかですね: ラディッシュは足柄平野でも作れますが赤い

カプ■人1根は発色がいいのですね。今日履いた大猥は真
っ赤です。ちょうと書味があるのですがおいしいですとをロ

惑ヽするのは、ヤに簡単な手紙が入っているのです。
「今口は恒手さんの畑から赤カタがとれたので茎ります。々
プほおヽ`しいですがt受っtゴの赤くてやわらかくて塩もみにし
ておにぎりにするとおいしいです。」「胡八の緑とカプの赤が .

漬けもの,こするときれいですよ」なんて簡単なんですが。i

親がえ京の子供にお野菜茎るとさに書いて出すメモ書きみ
たいなものですね。それだけでごちそうです。

ヤでも最近気に入っているのが「えごま」ですとえごまの実は
煎ってすり鉢|こあててお醤治とお妙糖で味をつけてつきたて
の餅をからめると「えごまわえ」でするそして今回のメインテー

マえごまの奏をグッパーに入れて、醤油を振りかけるだけの

簡単仕込み。この実を広げておにざりにして焼くのです。それ
はそれは、参ばしくおいしいのですも簡単な調理ほど景村が
生きますね、そして違く南谷津の出やデ11を思い出します。

足柄平野もそんなおなのですもなんでもない食ぺ物で足稲
平野を思い浮かべるような景材がたくさんできること望んで
います。        ‐

ただね、現在農の会の野柔を食べてる人の大半はその地
に住んでいるので、そのありがたさが当たり前になっている
んだろうな。

宅 霊 会 員 をリレー で つ 費 く七 す 十 ■

雨が降らない日が続いているが、プマネギの種まきを

することに したと畑は乾いていて、ウネにたつぷ り本

をや りたいと思ったが、畑のす ぐわきの本路をよもう本

が上まっている。県道わきの水路までは3 0 im 。始め

は8 !ルと1 0 協のジョウ!口で水を革んだが長さ4 2
m のウネた款 くには非力で、がケツを加え、ネコ事で

望ざことにした: チャップン、チキ ップンとこl■
~
しな

がら押 していたときいぶ考えが思いついた。ネコ車に

本 を入れたほうが早ヽ` 1 ネヨ年は深めで本がたくさ

ん入ちたも |

作業が終うてからこのことをグンナに話 したら rぉ

ぉ !整化 したなあ !」と誉められ (? ) たと私も進化

しつつあるらしい。たい したことはなくてもチリも積
もればで、いつかはスーパー百途になれるかも…。
畑のそぱを通ったお じいさんが 「今年の天気tよ交だ

よ」‐と言ちていた。気候の交化がわかるように至化 し
たいけど、とりあえずタマネギめ芽がちゃんと出ます
ようにと、新ることにした。   

~

※ r農のくらしと自給」= 年間お付き合いありがとう
ございます。自給は 「食」 しか書けず、「衣 ,住J ヤヾ
抜けていたこと、お詫びします。    t

黒 澤ミチヨ

「さうまいもと油揚 げの煮びたし」

【材料】
さつまいも(輸切り) 1 本分
治揚げ(短冊切り) 1 枚
本!

t ょうゆ
みりん

【作り方】

① 材料を全て鍋に入れ人にかけ

vS、たをぴつたりしめて煮る

沸構したら 弱火でョト身ト

できあがり1 1

電強細らせ】熊今鳥蟻 韓襲維壌 があるよ

。1 1月定観会
場所:大井町ブルギベリーガ■ナン「旭」
日時 : 召‐1月1 3 日 土曜日 午後6 時半から

来ダスト女亡工ヵ■なく「カフェ・アイラチをあ島殺さんど島村さんは
地元の方で窯ぃのにもかかわらず、吉くからの商店続の落手南
店主などで構成される「子塚あ吉々 ピ塾Jをどで渚躍されており、
本業は、コーヒニユの荻売とカフェを営まれております。お誌の
テーヤは「人のつながり」。島村さんのおれたコーヒーをいたださ
ながらのお議会は3 轄からです。昔寵どうぞ、お逮し下さい。

e'ダウーフエスタ'
 出店

10 月 10 日(土 ) 10 i00～16 :00
10 ,1 11 日|〈日)  40 100～48 :00

場所 :小日原フラフーガT デン  !  i
l 内容 :野業等の試会 ・荻売  ! |

。手作り市 出店
10 月 25 日 ( 日 )  10 : 0 0 ～46 : 0 0

場F
~
t , マロニユ、S、れあい広場

内容 :野柔 `パ ン !布雑貨.・ガラス作品販売

。お茶畑作業 二 境断茶畑 一

10 月25 日( 甲)  9 :00 ～1 2 :00 1
担当!下川 (慨916483

-6172)   . !
持ち物 :革メJ機 1鎌 ・手袋 ・炊み物など

●"小田原まとなか市場
" 出店

10 月 3 1 日 ( 土 ) 10 1 30 ～16 : 30

場F
~
F i りそな銀行駐車場

内容 :五平餅 ・パンプ～ンスープ ・野乗等の販売

取穫のな。長の会も構マなイペントで生産物を販売。31 日1ま加

工品も1このB は私も重信持参で班義員。載げ銭/声援/差し
入れ歓型理で一通信と言えば、守511部象 700 部 日前の増511

領白。未 月子の特集は画んぼ: 各国んlt
~
の驚子を、掲義予

こ新 ヨ ユ 十 一

【通密が言いてあるお磨】東こんたん/ポダジ■ララ/カフ手ブラ
ッサム/ 摘.N A M A L/′ミッタシュトゥーペ M AYA/ 季去来字/アイラす

1カウプ

各づ末さじ2

②

③


